報　道　資　料
平成２５年１２月１６日（月）
件　名　　内閣官房長官、外務・防衛両大臣と県・市・町関係者との面談の結果について
　このことについて、下記のとおりお知らせします。
記

１　面談年月日
　　平成２５年１２月１６日（月）
２　時間、場所等
	
	時　間
	場　所
	面　談　者（国関係）

	
	15:20～15:30
	首 相 官 邸

(３階南会議室)
	内閣官房長官　菅　義  偉（すが　よしひで）

	
	16:20～16:35
	防　衛　省
（大臣室）
	 防衛大臣　小野寺　五　典（おのでら　いつのり）

	
	17:40～17:55
	外　務　省
（大臣接見室）
	外務大臣　岸　田　文　雄（きしだ　ふみお）


３　面談者（県・市・町関係）
　　山口県副知事　　藤　部　　秀　則（ふじべ　ひでのり）
　　岩国市長　　福　田　　良　彦（ふくだ　よしひこ）
　　周防大島町長　　椎　木　　　　巧（しいき　たくみ）
　　和木町長　　米　本　　正　明（よねもと　まさあき）
４　概　要
（１）内閣官房長官との面談
（副知事）
○　普天間飛行場の移設が実現せず、継続して使用されることになれば、そもそもＫＣ－１３０を岩国基地に移駐させる意味がなくなり、沖縄の負担軽減につながらない。普天間飛行場が継続して使用されることがないことについて、政府としてどのように対応されるのか。
（内閣官房長官）
○　普天間飛行場の危険性の除去は喫緊の課題であり、その固定化は絶対避けなければならない。辺野古への移設計画は、普天間飛行場の継続的な使用を回避するための唯一の解決策であることを日米間で改めて確認しており、この移設計画を完了させるとの決意である。政府として、一日も早い普天間飛行場の返還と辺野古への移設が実現できるよう、引き続き、全力で取り組んでいきたい。
（副知事）
○　普天間飛行場が継続して使用されることがないよう政府が責任を持って取り組むとの不退転の決意を確認させていただいたので、県及び基地周辺１市２町としては、沖縄の負担軽減に協力すべきとの考えから、１５機のＫＣ－１３０が来年６月から９月の間に岩国飛行場に移駐することについては、これを容認することとしたい。
○　政府におかれては、ＫＣ－１３０に係るこれまでの地元の基本姿勢を重く受け止めていただき、引き続き、普天間基地の全面返還に向けた沖縄の理解が得られるよう最大限の努力をお願いするとともに、ＫＣ－１３０に限らず、岩国基地における航空機の安全運用について、国から米軍に要請されるようお願いする。
○　また、地元から要望のある安心・安全対策や地域振興策についての御配慮をお願いする。

（岩国市長）
○　国防については、沖縄と岩国だけの問題ではなく、国全体でしっかりと議論できる環境づくりを是非お願いしたい。
（内閣官房長官）
○　沖縄県の米軍基地に所属する部隊が、沖縄以外の地域において実際に移駐するというのは、これは今回が初めての事例であり、普天間飛行場の危険性除去の第一歩となるとともに、沖縄県の負担軽減に資するものである。
（２）防衛大臣との面談
（副知事）
○　さきほど内閣官房長官と面談し、１５機のＫＣ－１３０が来年６月から９月の間に岩国飛行場に移駐することを容認するとお伝えした。
○　官房長官からは、普天間飛行場が継続して使用されることのないよう政府として不退転の決意で取り組むとの決意をお聞きしたが、防衛大臣におかれては、普天間飛行場移設の実現に向けて沖縄の理解が得られるよう、最大限の努力をお願いする。
○　また、ＫＣ－１３０に限らず、岩国基地における航空機の安全運用や、昨日の事件もあり、米軍の綱紀粛正について、国から米軍に要請されるようお願いする。

（岩国市長）
○　国防については、沖縄と岩国だけの問題ではなく、国全体でしっかりと議論できる環境づくりを是非お願いしたい。

（防衛大臣）
○　普天間飛行場の危険性の除去の第一歩になるとともに、確実に目に見える形での沖縄の負担軽減に資するものである。地元の皆様方からＫＣ－１３０の岩国飛行場への移駐について御理解と御協力をいただいたことに深く感謝申し上げる。
○　政府として、一日も早い普天間飛行場の返還とキャンプ・シュワブへの移設が実現できるよう、引き続き国を挙げて不退転の決意で進めていきたい。
○　普天間飛行場代替施設に係る埋立承認については、沖縄県の理解が得られるよう最大限努力する。
○　米軍機の運用については、しっかり安全対策が行われるよう、米軍に伝える。
○　米兵による事件のことは承知しており、防衛省として、綱紀粛正について、昨日は口頭で、本日は文書で申し入れた。在日米軍のトップに対しても綱紀粛正について申し入れた。
（３）外務大臣との面談
（副知事）
○　さきほど内閣官房長官と面談し、１５機のＫＣ－１３０が来年６月から９月の間に岩国飛行場に移駐することを容認するとお伝えした。
○　官房長官からは、普天間飛行場が継続して使用されることのないよう政府として不退転の決意で取り組むとの決意をお聞きしたが、外務大臣におかれては、引き続き、普天間飛行場の全面返還に向けて御尽力をいただきたい。
○　また、ＫＣ－１３０に限らず、岩国基地における航空機の安全運用や米軍の綱紀粛正について、国から米軍に要請されるようお願いする。

（岩国市長）

○　普天間基地から本土に移転する初めての事例になるので、特に安心・安全対策に力を注いで欲しい。

○　国防については、沖縄と岩国だけの問題ではなく、国全体で意識を深めて議論する必要があるので、是非、その環境づくりをお願いしたい。

（外務大臣）
○　政府の申入れに御理解をいただいたことに、厚くお礼申し上げる。
○　安全保障を国全体で考えることは重要であり、このたびその先頭に立って御判断いただいた意味は大きいと思う。
○　普天間基地の移設と危険性の除去とは喫緊の課題であり、固定化はあってはならないと考えており、安倍内閣にとっても普天間基地の移設は最優先で取り組むべき課題である。
○　普天間基地移設に対しては、様々な御意見があるとは承知しているが、危険性の除去と移設に向け、地元の理解が得られるよう、丁寧にしっかりと取り組んでいく。
○　航空機の安全運用については、米側にも最優先で取り組むよう求める。
○　米兵による事件については、早速、遺憾の意を伝え、再発防止を強く申し入れた。綱紀粛正について政府としてしっかりと取り組む。
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